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試料66件について、元素分析を行い、実際の組成式を確認した。

分析に供した化合物を核内受容体の医薬化学研究に活かし、将来の創薬に繋げる。
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成果公開有償利用

核内受容体の医薬化学研究に関係する化合物の組成分析

元素分析装置（依頼分析）


